
今年は寒い日と暖かい日が交互にやってきていますが、立春も過ぎ、それを繰り返しながら少しず

つ春を迎えるのだな・・・と思う今日この頃です。 

さて、今月は待ちに待った立志・スキー教室に出かけます。１２月に行なった保護者会の資料や立

志・スキー教室のしおりを見ながら、宿泊準備の確認をお願いいたします。 

【立志を迎える準備着々と・・・】 

～１月１８日（木）に行なった「社会人に学ぶ」講話学習～ 

「社会人に学ぼう」というテーマで、自己の目標をひとつひとつクリアしながら地域や身近に活躍さ

れている社会人のお二方をお招きし、講話をいただきました。歯科医師螺良恭弘先生からは、「コネク

ション」の重要性について、人との繋がりはとても大切。何かを始める時の支えとなるもの、自分の

挑戦の幅を広めてくれるもの。とういこと。秋田県庁復興局建設部勤務の油座絵梨様からは、工業高

校進学は、中学 3 年生の時に起こった東日本大震災で、いつも使っている道路が破壊されていたのを

見て、今までの道を、ものを取り戻したいという思いが沸き起って決意した。というお話から、身近

な目標を立て、一つ達成したら、また、次の目標へとワンステップずつ達成させながら人生を歩まれ

ているお話をいただきました。自己実現を目指し努力することの大切さを学ぶことができました。自

分の将来の生き方に関心をもつ契機となることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【立志作文、色紙へ漢字一文字を書く】 

 立志を迎えるに当たり、道徳の授業「命の奇跡」、「生きること」、社会人から学ぶ講話学習、「『立志

とは』１４歳という年齢を考える」等の授業を行なってきました。そして、自分の将来に向けての今

の思いを立志の作文として綴りました。初めは戸惑っていましたが、書き出すと思っていた以上にペ

ンが進んだ人も多く、みんなとても素直に自分の思いをそのままに、将来の夢を実現させるため、ま

た、自分のよさを伸ばしていくために今、自分がやらなければいけないことを書いていました。教室

でのクラス発表会も始まり、友達一人一人の発表を真剣に聞き入る姿が印象的でした。 

 また、こうして書き上げた立志作文やその前に行なった様々な立志に当たっての授業プリントを読

み返し、振り返りながら、「自分はどういう人として生きていきたいか」～立志に当たって大切にした

い言葉～を漢字一字で表わし、色紙に毛筆で書き表しました。立志・スキー教室での立志式で発表し

合います。 

【宇都宮更生保護女性会の皆様から手作りしおりの贈り物】 

 宇都宮更生保護女性会の皆様から、立志を迎える２年生の皆さんに向けて、健やかな成長を願うお

心こもった手作りのしおりを贈ってくださいました。生徒の皆さんは、「かわいい。」「うれしい。」「大

切にもっていたい。」という喜びの声とともに一人一人笑顔で受け取っていました。学年を代表して

学年委員長の髙橋千遥さんがお礼のお手紙を書きました。裏面に紹介します。 
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    ～学年朝会にて学年委員長に贈呈し、教室で担任からみなさんへお渡ししました。～ 

 

 

 

 

 

【２月の行事予定】                  

７日（水）学校朝会 一斉下校 県立特色入試①  １６日（金）Ｂ６ 生徒会専門委員会     

８日（木）Ａ５  県立高特色入試②               １９日（月）教育講演会  

１２日（月）勤労感謝の日振替休日       ２０日（火）金曜授業 

立志・スキー教室 2 年 ～13 日（火） ２１日（水）生徒朝会 一斉下校 

１４日（水）振替休日 2 年          ２２日（木）3 年生を送る会 

１５日（木）Ｂ６ 生徒会専門委員会      ２８日（水）学年朝会 一斉下校 

       


